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イヌはヒトに共感する能力を有している 
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図１ 実験の様子。飼い主は見学者の前

で、暗算や文章の説明課題を実施しまし

た。この間、イヌは飼い主のみ見ることが

でき、見学者とは交流できません。飼い主

とイヌには心拍計を装着し、実験後に心拍

変動解析を実施しました。 

https://www.frontiersin.org/articles/10.3389/fpsyg.2019.01678/full
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１ ） 心拍変動解析（ RM SSD） の変化

時間（ 秒）

r= 0.7425
P< 0.01

２ ） 飼育期間と ヒ ト ーイ ヌ の
心拍変動解析の相関係数

飼育期間（ 年）

相
関

係
数

ミ
リ
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図２ 研究の結果 

左：イヌ（実線と第一 Y 軸）とヒト（点線と第二 Y 軸）の心拍変動解析の結果（RMSSD、副交感神経

系の指標）が、実験中に同じように変化し、同期化している様子が観察できます。 

右：この同期化の値（相関係数）と飼育期間の関係性。飼育期間が長いほど、同期化することが示さ

れました。 


